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SPECIAL
特
集

宇

※

山
は
広
島
市
に
近
い
の
で

　
　
　
　

農
業
条
件
は
よ
い
と
思
い
ま
す

Ｑ　

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
枝　

25
年
間
の
民
間
企
業
勤
務
を

経
て
河
内
町
宇
山
地
区
の
協
力
隊
員

に
な
り
ま
し
た
。
広
島
市
南
区
出
身

で
す
。
宇
山
の
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
、
西
条
や
広
島
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

宇
山
産
の
小
麦
の
特
産
化
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

石
郷
岡　

青
森
出
身
で
大
学
卒
業
後
、

埼
玉
の
種
苗
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
ま

し
た
。
品
種
の
開
発
よ
り
も
、
ベ
ス

ト
な
栽
培
方
法
の
開
拓
に
興
味
が
あ

り
、
農
業
が
や
り
た
く
て
協
力
隊
員

に
応
募
し
ま
し
た
。
今
は
実
際
に
畑

に
携
わ
り
な
が
ら
、
生
え
す
ぎ
る
竹

を
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
田　

千
葉
出
身
で
大
学
卒
業
し
て

1
年
間
東
京
で
就
職
後
、
福
島
で
原

発
事
故
で
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の
生

活
支
援
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
大

学
1
年
の
時
に
経
験
し
た
東
日
本
大

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で

地
方
の
活
性
化
に
携
わ
り
た
い
と
思

い
、
5
月
か
ら
河
内
町
で
防
災
分
野

で
の
活
動
が
で
き
な
い
か
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

山
田　

三
重
出
身
で
広
島
大
学
に
進

学
し
て
東
広
島
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
24
歳
で
す
。
協
力
隊
員
に
な
る

1
年
前
か
ら
豊
栄
に
関
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
協
力
隊
員
と
な
っ
て

宮川議員、貞岩議員が聞く

地域おこし
　　　協力隊員

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　都市部から過疎地域などへ移住した方を、
市が「地域おこし協力隊員」として委嘱し、
地域を活性化する取り組みが全国で広がって
います。今回は、本市内で活躍されている「地
域おこし協力隊員」４人にインタビューしま
した。

地域おこし協力隊員
山
やま

田
だ

　芳
よし

雅
まさ
さん

【活動地域：豊栄地区】

地域おこし協力隊員
新
しん

枝
えだ

　奈
な

苗
なえ
さん

【活動地域：宇山地区】

地域おこし協力隊員
石
いし

郷
ごう

岡
おか

　直
なお

人
と
さん

【活動地域：宇山地区】

地域おこし協力隊員
新
にった

田　大
だい

士
し
さん

【活動地域：河内地区】

プロフィール
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か
ら
は
豊
栄
の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ

た
り
、
他
に
も
空
き
家
に
つ
い
て
福

富
の
協
力
隊
員
と
共
に
活
動
し
た
り
、

ア
ス
パ
ラ
や
白
ネ
ギ
、
ソ
ラ
マ
メ
な

ど
の
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
恩

返
し
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

活
動
し
て
い
る
地
域
へ
の
思
い

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
枝　

宇
山
の
魅
力
は
、
先
祖
か
ら

引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
変
わ
ら

ず
残
っ
て
い
る
こ
と
。
で
も
【
変
わ

ら
な
い
】
を
維
持
す
る
の
が
実
は
す

ご
く
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の

魅
力
を
発
信
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

石
郷
岡　

宇
山
地
区
は
大
消
費
地
の

広
島
市
に
近
い
の
で
、
立
地
は
い
い

と
思
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て

他
の
人
が
作
ら
な
い
モ
ノ
を
作
る
な

ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
ほ
か
の
地
域

と
比
べ
て
見
劣
り
す
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
。

　

自
分
の
農
業
を
成
立
さ
せ
れ
ば
地

元
の
雇
用
を
増
や
せ
る
の
で
、
地
域

産
業
に
も
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

僕
の
隊
員
と
し
て
の
地
域
へ
の
活
動

は
、
む
し
ろ
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら

始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

新
田　

都
会
に
育
っ
た
人
間
が
田
舎

に
と
け
込
む
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
よ
う
や
く
本
音
で
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
の
意
味
も
込
め
て
地
域
活
動
に

参
加
し
た
い
で
す
。
防
災
士
の
資
格

も
生
か
し
て
地
域
に
寄
り
添
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
枝　

私
は
お
ば
ち
ゃ
ん
な
の
で
、

お
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
く
っ
つ
い
て

歩
い
て
い
た
ら
自
然
に
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
ま
し
た
。

山
田　

豊
栄
は
来
る
も
の
を
拒
ま
な

い
感
じ
が
あ
り
、
移
住
者
も
結
構
い

て
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
は
循
環
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
僕
一
人
が
定
住
す

る
ん
じ
ゃ
な
く
、
僕
が
入
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
3
年
間
で
新
た
に
5
人
入

る
方
が
地
域
の
た
め
に
な
る
の
で
、

そ
う
い
う
活
動
を
し
た
い
で
す
。

①　インタビュー風景
②　  協力隊員の活動を紹介している「地域

おこし協力隊通信」
③　  加工品開発に取り組んでいるネギ農家

と協力隊員
④　  西条中央公園で開催したひとむすびイ

ベント
⑤　河内町で開催した防災分野の研修会

❶

❷

❸

❹ ❺

※
宇
山
… 

河
内
町
宇
山
。
高
低
差
の
激
し
い
山
間
地
、
世

帯
数
は
115
世
帯
（
平
成
29
年
12
月
現
在
）
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一 般 質 問
長
時
間
労
働
の
是
正
に

向
け
て

質　

問

　

時
間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
て
厚

生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
、
始
業
・
終
業
時
間
や
休
日

労
働
の
的
確
な
実
態
を
把
握
で
き

る
勤
務
時
間
管
理
体
制
を
構
築
し
、

長
時
間
労
働
の
是
正
を
進
め
て
は

ど
う
か
、
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
槇
原
副
市
長

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の

移
行
に
つ
い
て

質　

問

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
存
在
は

不
可
欠
で
あ
り
、
新
地
方
公
務
員

法
の
制
度
移
行
に
当
た
り
、
現
在

の
職
員
を
積
極
的
に
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
さ
せ
、
非
常
勤
職

員
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
任
用
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
、
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

　

本
市
も
多
く
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
を
任
用
し
て
い
る
中
で
、
引

き
続
き
そ
の
多
く
を
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
移
行
し
て
い
た
だ
く
必

　

更
な
る
選
択
と
集
中
を
行
い
、

業
務
量
全
体
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
行
革
の
着
実
な
推
進
や

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
業
務

の
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、
ま
た

第
3
次
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実

な
推
進
に
よ
り
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
必
要
な
人
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い
な
が
ら
、

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
努
め
る
。

職
員
一
人
一
人
が
働
き
方
を
見
直

し
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
本
気
で

取
り
組
む
組
織
に
つ
な
げ
た
い
。

要
が
あ
り
、
指
針
に
基
づ
き
適
切

に
任
用
す
る
。
そ
の
業
務
の
流
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
職
を
設
置
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
業
務
内
容
や
流

れ
を
十
分
に
分
析
・
検
討
し
た
上

で
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

フ
ル
タ
イ
ム
で
の
任
用
を
行
う
。

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

と
雇
用
の
安
定
を

質　

問

①
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用
と

任
用
の
間
の
空
白
期
間
の
根
拠
。

②
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
対
す
る

育
児
介
護
休
暇
制
度
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

①
空
白
期
間
が
雇
用
の
安
定
に
つ

な
が
ら
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る

と
の
議
論
も
あ
り
、
法
の
趣
旨
に

沿
っ
た
適
切
な
運
用
に
努
め
る
。

②
職
務
内
容
や
職
責
に
違
い
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
休
暇

制
度
を
正
規
職
員
と
同
等
に
す
る

こ
と
は
、
円
滑
な
業
務
遂
行
の
上

か
ら
も
困
難
な
も
の
が
あ
る
。

質問した項目
■藏田市政について
■働き方改革の取組について
■ 臨時・非常勤職員の待遇改善、
雇用安定について

石
い し

原
は ら

　賢
け ん

治
じ

（市民クラブ）

働
き
方
改
革
の
取
組
み
に
つ
い
て

※［用語解説］ICT　 情報通信技術（information and communication 
technology）の略語。
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一 般 質 問
公
的
産
業
団
地
完
売
の

企
業
誘
致
・
留
置
‼

質　

問

　

千
葉
市
は
、
全
国
に
先
駆
け
民

間
事
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ

る
迅
速
な
「
産
業
団
地
整
備
」
に

取
り
組
み
、
わ
ず
か
2
年
半
で

28
・
5
ha
の
産
業
用
地
を
整
備
中

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
対
し
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
が
、
現
金
主
義
の
考
え
に

縛
ら
れ
過
ぎ
た
数
字
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
寺
家
産
業
団

地
を
は
じ
め
完
成
後
、
即
完
売
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

推
計
で
は
必
要
以
上
に
不
安
感
を

与
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
倉
本
財
務
部
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
収
支
が
マ
イ

ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
前

年
度
不
用
額
を
計
上
し
て
い
な
い

た
め
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、

発
生
主
義
の
有
用
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
将
来
負
担
の
情
報
を
加
え
、

　

千
葉
市
の
事
例
は
、
立
地
環
境

面
で
の
違
い
も
あ
り
、
制
度
設
計

に
は
十
分
な
精
査
が
必
要
と
考
え

て
い
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
産
業
団
地
が
整
備
で
き
る
取
り

組
み
は
、
非
常
に
魅
力
的
と
考
え

て
お
り
、
本
市
で
の
活
用
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
す
る
。

財
政
見
通
し
に
係
る
市
の

認
識
と
方
策
を
問
う

質　

問

　

平
成
30
年
度
か
ら
収
支
が
大
幅

将
来
に
向
け
た
財
政
運
営
上
の
課

題
を
よ
り
明
確
に
し
、
本
市
の
持

続
的
な
成
長
・
発
展
に
必
要
な
投

資
を
継
続
す
る
た
め
の
指
標
と
し

て
活
用
し
て
い
く
。

企
業
会
計
的
手
法
に
基
づ

く
新
地
方
公
会
計
‼

質　

問

　

町
田
市
は
平
成
24
年
よ
り
新
地

方
公
会
計
を
導
入
し
、
決
算
審

査
・
新
年
度
予
算
編
成
に
直
前
年

度
の
新
地
方
公
会
計
結
果
を
反
映

し
、
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
に
よ
る
事

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
倉
本
財
務
部
長

　

現
金
主
義
会
計
は
、
こ
れ
ま
で

の
資
産
や
負
債
の
累
計
額
な
ど
の

ス
ト
ッ
ク
情
報
が
、
網
羅
的
・
体

系
的
に
把
握
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
、
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
等
の
内

容
を
充
実
さ
せ
、
行
財
政
運
営
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
た
い
。

東
広
島
市
の
成
長
戦
略
＆

　

財
務
情
報
の
把
握
と
活
用

質問した項目
■ 財務情報の適宜・適切な把握と
活用について

■ 東広島市の成長戦略について
（その２）

天
あ ま

野
の

　正
ま さ か つ

勝
（創志会）

東広島市の今後の財政見通し
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一 般 質 問
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

に
つ
い
て

質　

問

　

具
体
的
な
事
業
構
想
と
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
啓
発
・

普
及
に
関
す
る
事
業
を
継
続
し
、

来
年
度
、
市
内
中
心
部
に
お
い
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
活
動
拠
点
と

な
る
機
能
等
の
整
備
に
つ
い
て
の

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

　
「
在
宅
勤
務
」、「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー

ク
」、「
施
設
利
用
型
勤
務
」
を
検

証
し
て
い
く
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
技

術
は
、
働
き
方
の
改
革
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
業
務
の
効
率
化
、
危
機
管
理

と
い
っ
た
面
で
効
果
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
新
た
な
技
術
や

他
市
の
動
向
、
導
入
に
よ
る
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

支
援
を
検
討
す
る
。

行
政
テ
レ
ワ
ー
ク
普
及
推

進
施
策
に
つ
い
て

質　

問

　

行
政
改
革
を
進
め
る
に
当
た
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
は
急
務
で
あ

る
。
※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
具
体
的

な
方
向
性
を
問
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る

効
率
化
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推
進
を
重
点

施
策
と
し
て
う
た
っ
て
お
り
、
一

層
効
率
的
な
行
政
運
営
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に

よ
る
効
率
化
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

第
3
次
地
域
情
報
化
計
画
を
策

定
し
、
行
政
事
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活

用
及
び
地
域
情
報
化
の
推
進
を
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
行
計

画
を
見
直
し
新
た
な
情
報
戦
略
の

策
定
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

と
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の

事
務
効
率
化
に
対
す
る
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
導
入
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
行
い
な
が
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
つ
い
て
推
進

を
図
る
。

働
き
方
改
革
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

は
地
方
創
生
の
柱
！

質問した項目
■働き方改革（テレワーク事業）
■ICT利活用

高
た か

橋
は し

　典
の り

弘
ひ ろ

（威信会）

※［用語解説］ワーク・ライフ・バランス　仕事と生活の調和のこと。

総務省職員のテレワーク実施割合
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一 般 質 問
永
続
性
の
あ
る
大
規
模

農
業
へ
の
取
り
組
み

質　

問

　

本
市
の
農
業
は
、
大
規
模
化
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
削
減
や
農
地
保

全
の
必
要
か
ら
、
集
落
法
人
の
設

立
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢
が
示

さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
法
人
設

立
の
現
状
と
、
設
立
さ
れ
た
法
人

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

小
規
模
農
業
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に

質　

問

　

市
内
の
販
売
農
家
は
約
4
千
戸

あ
る
が
、
新
規
に
就
農
さ
れ
る
方

が
非
常
に
少
な
い
現
実
が
あ
る
。

流
通
の
簡
素
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
特
産
品
の
開
発
、
販
路

開
拓
の
た
め
の
市
場
調
査
、
地
場

産
品
の
給
食
活
用
等
、
様
々
な
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

流
通
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
生

産
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
Ｊ
Ａ
、
卸
売
業
者
と
の
調
整

に
よ
り
販
路
の
確
保
に
努
め
る
。

市
場
調
査
に
つ
い
て
は
、
園
芸
セ

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

昨
年
末
ま
で
に
33
法
人
が
設
立

を
さ
れ
、
今
年
度
は
2
地
域
に
対

し
話
し
合
い
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
分
析
を
行
っ
た
30
法
人

の
結
果
で
は
、
29
法
人
は
経
常
利

益
が
出
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
18

法
人
は
補
助
金
・
交
付
金
で
補
い

黒
字
化
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

今
後
経
営
の
安
定
が
保
障
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ン
タ
ー
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

実
施
し
て
い
る
。
給
食
活
用
に
つ

い
て
は
、
地
場
産
物
の
使
用
は

徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
取
り
組
む
。

生
涯
学
習
を
支
え
る

行
政
の
役
割
と
は

質　

問

　

か
つ
て
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
き
た

本
市
の
熱
気
は
既
に
冷
め
て
し
ま

い
、
方
向
性
も
希
薄
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
描
く
生
涯
学
習
社
会

の
捉
え
方
と
、
そ
の
構
築
の
た
め

の
体
制
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

市
民
が
生
涯
を
通
じ
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
や
学
習
成
果

が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
な

ど
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

大
学
等
と
連
携
し
た
講
座
開
催
な

ど
、
誰
も
が
気
軽
に
始
め
ら
れ
、

生
き
が
い
と
な
る
よ
う
、
様
々
な

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

待
っ
た
な
し
‼

　

農
業
が
元
気
に
な
る
処
方
箋

JA直売所「となりの農家」

質問した項目
■東広島市農業の方向性について
■東広島市の生涯学習について

北
きた　ばやし

林　光
み つ

昭
あ き

（創生会）
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一 般 質 問
豊
か
な
海
づ
く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

間
伐
材
漁
礁
設
置
後
の
魚
類
調

査
は
年
2
回
で
十
分
な
の
か
。
四

季
を
通
じ
た
調
査
の
た
め
に
年
4

回
に
で
き
な
い
の
か
。
干
潟
へ
の

「
あ
さ
り
育
成
母
貝
場
づ
く
り
」

の
面
積
拡
大
が
で
き
な
い
の
か
。

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

年
2
回
の
調
査
で
、
市
と
し
て

一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
と

ク
か
ら
産
出
さ
れ
る
溶
融
ス
ラ
グ

は
、
他
市
で
は
建
設
関
係
材
の
み

で
な
く
農
業
肥
料
と
し
て
も
、
海

洋
資
源
の
再
生
の
た
め
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
考
え
は
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

農
業
用
肥
料
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
省
へ
仮
登
録
を
さ
れ
、
品

目
を
限
定
し
た
上
で
利
用
拡
大
に

向
け
た
研
究
を
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
海
洋
資
源
へ
の
活
用

に
つ
い
て
は
海
水
へ
の
影
響
な
ど

安
全
性
の
観
点
か
ら
デ
ー
タ
の
検

証
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
専
門
的
機
関
と
連

携
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
定
取
得
な
ど
、

認
識
し
て
い
る
が
、
年
4
回
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。
干
潟

の
母
貝
場
づ
く
り
の
面
積
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
次
年
度
、
市

で
同
様
な
取
り
組
み
が
継
続
で
き

な
い
か
、
国
の
事
業
の
活
用
を
含

め
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

循
環
資
源
の
再
利
用
を
促

進
す
る
政
策
を

質　

問

　

建
設
中
の
広
島
中
央
エ
コ
パ
ー

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

溶
融
ス
ラ
グ
有
効
利
用
の

た
め
に
必
要
な
こ
と

質　

問

　
※
溶
融
ス
ラ
グ
の
利
用
は
、
豊

か
な
海
づ
く
り
の
た
め
に
大
変
有

効
と
思
う
。
三
津
湾
に
お
い
て
早

期
の
実
証
実
験
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

認
定
、
利
用
指
針
に
つ
い
て
早
期

な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

本
市
に
お
い
て
も
メ
ー
カ
ー
、

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
、
竹
原

市
、
大
崎
上
島
町
と
連
携
し
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
広

島
中
央
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
平
成
32

年
度
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
利

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
く
。

市
総
合
計
画
海
洋
交
流
ゾ
ー
ン

に
つ
い
て

質問した項目
■ 第４次東広島市総合計画後期基
本計画海洋交流ゾーンについて

■資源循環型社会の構築について

中
な か ひ ら

平　好
よ し あ き

昭
（誠志会）

間伐材漁礁設置がされている
安芸津町の三津湾

※［用語解説］溶融スラグ　 ごみの焼却灰等を1200℃以上の高温で溶
融して生成されるガラス状の固化物のこと。
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一 般 質 問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

推
進

質　

問

　

学
校
運
営
に
地
域
の
声
を
積
極

的
に
生
か
し
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

教
育
委
員
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
保

高
齢
者
の
多
い
地
域
の

地
域
公
共
交
通

質　

問

　

昭
和
時
代
に
山
や
山
の
斜
面
に

造
成
さ
れ
た
団
地
が
多
い
八
本
松

地
区
の
交
通
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検
討
に
つ
い
て
問

う
。答　

弁
／
槇
原
副
市
長

　

八
本
松
駅
や
寺
家
駅
を
結
節
点

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検

討
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
形
成
や

都
市
計
画
道
路
の
整
備
の
進
捗
を

踏
ま
え
、
今
後
の
方
向
性
を
見
定

め
る
と
し
て
お
り
、
将
来
的
に
バ

護
者
や
地
域
住
民
等
で
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
学
校
で

あ
り
、
本
市
で
は
、
風
早
小
学
校

で
着
手
し
て
い
る
。
取
り
組
み
の

中
で
、
地
域
が
学
校
に
協
力
で
き

る
こ
と
や
学
校
が
地
域
に
貢
献
で

き
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

や
課
題
に
つ
い
て
分
析
す
る
な
ど
、

学
校
と
地
域
が
意
見
交
流
を
重
ね

て
き
た
。
今
後
は
、
小
学
校
統
合

の
進
捗
や
各
学
校
の
実
情
に
応
じ

て
、
導
入
を
進
め
た
い
。

ス
路
線
の
再
編
に
向
け
た
具
体
的

な
検
討
に
入
る
計
画
で
あ
る
。
具

体
的
な
整
理
を
す
る
段
階
で
は
、

地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
行
動
計
画
検
証

質　

問

　

住
民
自
治
協
議
会
の
活
性
化
・

円
滑
な
運
営
・
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
新
た
な
活
動
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

住
民
自
治
協
議
会
は
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
情

報
の
共
有
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

住
民
自
治
協
議
会
は
、
地
域
の
実

情
に
詳
し
く
、
市
の
お
知
ら
せ
内

容
に
対
し
て
、
主
体
的
に
地
域
独

自
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
特
に
市
民
生
活
に
影
響
が

あ
る
も
の
は
、
協
議
会
を
通
じ
て

広
く
市
民
に
周
知
で
き
る
よ
う
情

報
を
共
有
し
て
い
く
。

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た

学
校
づ
く
り

地域での交通を担うコミュニティバス
「豊栄そよかぜ号」

質問した項目
■学校教育について
■高齢者対策について
■市民協働のまちづくり

大
だ い

道
ど う

　博
ひ ろ

夫
お

（創志会）
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一 般 質 問
障
害
者
就
労
支
援
Ａ
型

事
業
所
大
量
解
雇
問
題

質　

問

　

福
山
市
、
府
中
市
の
就
労
Ａ
型

事
業
所
で
起
こ
っ
た
、
障
害
者
112

人
が
全
員
解
雇
さ
れ
た
問
題
で
、

本
市
の
Ａ
型
事
業
所
で
は
、
ど
う

い
っ
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
万
が
一
、
本
市
で
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、
再

発
防
止
の
対
応
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、

Ａ
型
事
業
所
を
訪
問
し
、
状
況
確

認
、
課
題
の
整
理
な
ど
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。

待
機
児
問
題
は
半
年
一
年

の
ス
パ
ン
で
解
決
を

質　

問

　

埼
玉
県
戸
田
市
で
は
、
待
機
児

童
解
消
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

立
て
て
、
公
立
保
育
所
を
減
ら
さ

ず
、
民
間
の
認
可
保
育
所
を
増
や

す
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

戸
田
市
の
待
機
児
童
対
策
の
事
例

を
踏
ま
え
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

保
育
ニ
ー
ズ
の
高
い
地
域
に
お

い
て
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
適
正

規
模
を
考
慮
し
な
が
ら
、
老
朽
化

が
著
し
い
公
立
保
育
所
の
民
営
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設

老
朽
化
へ
の
対
応
と
待
機
児
童
の

解
消
を
同
時
に
実
現
し
て
い
き
た

い
。
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

量
の
確
保
と
と
も
に
、
公
私
と
も

に
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

答　

弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　

本
市
に
は
Ａ
型
事
業
所
が
5
カ

所
あ
り
、
利
用
者
は
、
市
外
の
事

業
所
の
利
用
者
も
含
め
、
約
80
人

い
る
。
本
市
で
は
、
障
害
者
の
雇

用
に
係
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
広
島
中

央
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
就
労
支
援
機
関
へ

の
巡
回
訪
問
を
行
い
、
Ａ
型
事
業

所
へ
の
訪
問
も
行
っ
て
い
る
。
再

発
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今

保
安
林
解
除
と
建
設
契
約

先
行
手
続
き
は
変
！

質　

問

　

建
設
契
約
が
保
安
林
解
除
に
先

行
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
大
問

題
で
あ
る
。
保
安
林
解
除
の
手
続

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

平
成
25
年
の
保
安
林
解
除
事
前

相
談
で
は
、
新
施
設
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
林
野
庁
の
了
承
を
得
て
、

環
境
影
響
評
価
や
新
施
設
の
基
本

設
計
に
着
手
を
し
た
と
伺
っ
て
い

る
。
造
成
工
事
実
施
設
計
に
伴
う

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
な
ど
も
、
林
野
庁
の
同

意
を
得
て
実
施
し
て
き
た
。

国
の
規
制
緩
和
に
頼
ら
ず
福
祉

の
増
進
を
進
め
て
！

質問した項目
■障がい者施策について
■保育政策について
■ 新ごみ・し尿処理施設計画への
対応について

■情報公開について

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

既存施設と新施設の位置関係
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一 般 質 問
環
境
先
進
都
市
の
構
築

に
向
け
て

質　

問

　

環
境
先
進
都
市
の
構
築
に
向
け
、

市
と
し
て
の
戦
略
と
基
本
的
な
考

え
方
、
ま
た
実
現
に
向
け
、
重
要

と
な
る
推
進
体
制
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

本
市
に
住
む
す
べ
て
の
方
が
、

環
境
を
常
に
意
識
し
、
将
来
の
本

都
市
は
将
来
の
都
市
づ
く
り
の
柱

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
認

識
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求

し
な
が
ら
着
実
に
実
行
に
導
き
、

真
に
環
境
先
進
都
市
と
い
え
る
よ

う
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
段

階
を
目
指
し
て
い
く
。

市
街
化
区
域
内
に
お
け
る

農
地
に
つ
い
て

質　

問

　

市
街
化
区
域
内
の
農
地
で
営
農

さ
れ
て
い
る
担
い
手
の
支
援
策
と

し
て
、
国
の
進
め
る
生
産
緑
地
制

度
が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
対
す

る
考
え
、
ま
た
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
市
の
所
見
を
問
う
。

答　

弁
／
下
田
副
市
長

　

三
大
都
市
圏
特
定
市
で
は
こ
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
生
産

緑
地
制
度
は
30
年
の
管
理
制
限
や
、

そ
れ
以
外
の
地
域
と
固
定
資
産

税
・
相
続
税
の
課
税
方
法
の
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い

て
は
活
用
さ
れ
る
方
は
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
申

市
の
良
好
な
環
境
を
積
極
的
に
創

造
を
し
て
い
く
、
こ
う
し
た
意
識

が
備
わ
っ
た
姿
が
ひ
が
し
ひ
ろ
し

ま
環
境
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
本
市

の
求
め
る
環
境
先
進
都
市
の
姿
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
環
境
先
進

し
出
者
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国

の
支
援
策
な
ど
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
市
街
化
区
域
及
び
そ
の

周
辺
の
農
地
を
含
め
た
農
業
施
策

と
の
調
整
を
十
分
に
図
り
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て

質　

問

　

本
市
の
消
防
団
員
の
報
酬
は
、

県
内
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
合

併
以
降
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
今
後
の
消
防
団
員
報
酬
改

定
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
古
川
消
防
局
長

　

消
防
団
は
、
地
域
の
防
災
力
の

か
な
め
で
あ
り
、
地
域
の
安
全
確

保
に
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き

く
、
今
後
さ
ら
に
充
実
強
化
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
消
防

団
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
改
定

後
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

や
、
地
域
防
災
の
中
核
的
な
存
在

と
し
て
の
役
割
の
拡
充
な
ど
を
踏

ま
え
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

次
世
代
の
た
め
に
環
境
先
進

都
市
の
実
現
に
向
け
て
！

東広島市環境先進都市
ビジョンイメージ

質問した項目
■ 市街化区域内における農地につ
いて

■消防団活動について
■ 環境にやさしいまちづくりにつ
いて

■観光施策について

岡
お か

田
だ

　育
い く そ う

三
（創生会）
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一 般 質 問
龍
王
小
学
校
開
校
に

向
け
た
課
題

質　

問

　

①
龍
王
小
学
校
区
に
お
け
る
住

民
自
治
協
議
会
設
立
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
問
う
。

　

②
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所

や
問
題
箇
所
等
に
対
す
る
取
り
組

み
を
問
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　
　
　
　

大
垣
学
校
教
育
部
長

継
続
的
に
保
護
者
や
学
校
と
連
携

を
図
り
、
危
険
箇
所
の
実
態
把
握

と
対
策
に
努
め
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
安
全
確
保
を
図
る
。

集
合
住
宅
の
事
業
系

ゴ
ミ
を
家
庭
系
ゴ
ミ
へ

質　

問

　

20
世
帯
を
単
位
と
し
て
家
庭
系

ゴ
ミ
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

世
帯
数
が
少
な
い
た
め
に
仕
方
な

く
事
業
系
ご
み
で
出
し
て
い
る
集

合
住
宅
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

事
業
系
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て

　

①
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
に
基
づ
き
、
小
学
校
区
単
位
を

原
則
と
し
た
住
民
自
治
組
織
の
設

立
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
寺
西
地
域
住
民
自
治
協

議
会
と
、
新
設
に
伴
う
自
治
協
の

あ
り
方
や
、
組
織
体
制
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
地
域
内
で
の
議
論

を
深
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

②
今
年
度
当
初
に
地
域
や
保
護

者
か
ら
の
要
望
を
学
校
で
取
り
ま

と
め
、
改
善
要
望
書
を
教
育
委
員

会
に
提
出
い
た
だ
い
た
。
今
後
も

も
、
近
隣
世
帯
や
複
数
の
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
で
1
か
所
に
ま

と
ま
る
こ
と
で
設
置
基
準
を
満
た

せ
ば
、
現
在
で
も
家
庭
系
と
し
て

収
集
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

手
話
言
語
条
例
の

制
定
を

質　

問

　

現
在
108
の
自
治
体
が
条
例
を
制

定
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は

既
に
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
が
、

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
生
き
、
更
に
市
民

の
機
運
も
高
ま
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答　

弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　

条
例
制
定
に
よ
り
、
市
全
体
が

手
話
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

啓
発
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
本
市
に
相
応
し
い
条
例
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
当
事

者
や
聴
覚
障
害
者
団
体
と
の
意
見

交
換
を
行
う
な
ど
、
条
例
制
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

質問した項目
■まちづくりの課題
■廃棄物対策
■障害者差別解消の推進

小
お

川
が わ

　宏
ひ ろ

子
こ

（公明党）

龍王小学校完成予想図
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一 般 質 問
健
康
都
市
宣
言
へ
東
広

島
市
の
取
り
組
み
は
！

質　

問

　

広
島
国
際
大
学
・
黒
瀬
高
校
に

よ
る「
福
祉
人
材
育
成
3
者
協
定
」

及
び
広
島
国
際
大
学
を
地
域
拠
点

化
し
た「
大
学
連
携
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」

な
ど
の
事
業
の
先
に
見
え
る
、
多

世
代
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
健

康
づ
く
り
」
と
考
え
る
が
、
大
学

資
源
を
生
か
し
た
「
健
康
都
市
宣

言
」
の
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
そ
の

中
で
本
市
の
魅
力
が
発
信
で
き
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
「
健
康

づ
く
り
」
を
検
討
す
る
。

新
た
な
外
国
人
技
能
実

習
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

こ
と
し
11
月
1
日
に
改
正
さ
れ

た
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
よ
り
、

技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
と
実
習

生
の
保
護
を
図
る
法
律
が
成
立
し

た
。

　

①
監
督
機
関
と
な
る
「
外
国
人

技
能
実
習
機
構
」
と
の
連
携
、
②

外
国
人
技
能
実
習
生
の
実
態
把
握
、

③
技
能
実
習
生
の
介
護
人
材
と
し

て
の
意
義
づ
け
、
④
日
本
語
学
習

環
境
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
槇
原
副
市
長

　

①
関
係
機
関
と
連
携
し
実
習
生

が
地
域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
に
市

民
の
理
解
と
交
流
を
深
め
る
。

　

②
実
態
把
握
は
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、
産
業
振
興
の
観

点
か
ら
既
に
実
施
し
て
い
る
企
業

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

本
市
の
強
み
で
あ
る
大
学
資
源

を
生
か
し
た
「
健
康
都
市
宣
言
」

を
視
野
に
、
多
様
な
分
野
と
連
携

し
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

訪
問
な
ど
で
実
態
調
査
を
行
う
。

　

③
国
や
県
の
動
向
に
注
視
し
、

大
学
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
と

の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
介
護
人

材
受
け
入
れ
に
よ
り
開
発
途
上
国

な
ど
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ

く
り
」
に
協
力
し
た
い
。

　

④
東
広
島
市
国
際
化
推
進
協
議

会
が
主
体
と
な
り
、
技
能
実
習
生

も
含
む
外
国
人
市
民
を
対
象
に
日

本
語
学
習
支
援
を
し
て
い
る
。

御
薗
宇
立
体
交
差
点
以
南

の
賑
わ
い
づ
く
り

質　

問

　

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
・
東
広
島

市
運
動
公
園
・
広
島
大
学
・
Ｊ
Ｒ

東
広
島
駅
を
含
む
商
業
圏
の
拡
張

と
ル
ー
プ
の
構
築
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
下
田
副
市
長

　

東
広
島
駅
周
辺
を
、
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
有
す
る
都

市
機
能
拠
点
と
し
て
、
公
共
交
通

や
幹
線
道
路
等
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

人
へ
の
優
し
さ
と

賑
わ
い
づ
く
り
の
東
広
島
市
へ
！

質問した項目
■健康都市宣言について
■ 新たな外国人技能実習制度につ
いて

■ 御薗宇立体交差点以南地域の賑
わいづくりについて

竹
た け

川
が わ

　秀
ひ で

明
あ き

（公明党）

健康都市連合シンボルマーク
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一 般 質 問
藏
田
市
長
の
東
京
出
張

の
事
由
に
つ
い
て

質　

問

　

市
長
は
毎
週
の
よ
う
に
東
京
へ

出
張
し
て
お
り
、
国
会
議
員
と
の

面
談
、
各
省
庁
へ
の
陳
情
、
東
京

地
区
で
の
会
議
、
集
会
へ
の
出
席

等
々
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
水
曜
日
出
発
、

木
曜
日
帰
着
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
に
は
何
か
特
別
な
事
由
が
あ

る
の
か
問
う
。

　

公
文
書
公
開
請
求
を
行
っ
た
が
、

市
長
の
出
張
報
告
書
は
存
在
し
な

い
。
市
民
に
対
す
る
報
告
責
任
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

　

通
例
、
上
司
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た

任
務
の
遂
行
の
結
果
を
報
告
す
る

行
為
を
復
命
と
い
い
、
復
命
書
は

こ
れ
を
書
面
に
し
た
も
の
。
市
長

は
上
司
に
当
た
る
者
が
存
在
し
な

い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
復
命
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
出
張
し
た
公

務
の
内
容
に
応
じ
市
長
み
ず
か
ら

担
当
部
局
に
対
し
て
必
要
な
指
示

を
行
う
こ
と
で
、
市
政
運
営
に
生

か
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
張
を
含

め
ど
の
よ
う
な
公
務
に
臨
ん
で
い

答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

　

出
張
は
東
京
に
限
ら
ず
、
目
的

と
な
る
公
務
に
応
じ
た
行
程
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
仮
に
、

議
員
が
言
わ
れ
る
曜
日
に
出
張
し

て
い
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
公

務
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

何
ら
特
別
な
事
由
は
な
い
。

藏
田
市
長
の
出
張
報
告
書

の
有
無
に
つ
い
て

質　

問

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

市
民
に
広
く
知
ら
せ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
け
る
市
長
の
行
事
予

定
や
、
新
聞
紙
上
に
よ
り
報
告
し

て
い
る
。

藏
田
市
長
の
東
京
出
張
は

誰
の
た
め

質　

問

　

市
長
の
数
多
く
の
東
京
出
張
が
、

ど
う
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
東
広
島
市

民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
問

う
。答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

　

出
張
は
、
東
京
に
限
ら
ず
目
的

と
な
る
公
務
が
あ
っ
て
行
っ
て
お

り
、
そ
の
公
務
は
す
べ
か
ら
く
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
地
域
に
お
け
る
行

政
を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施

す
る
役
割
を
広
く
担
う
地
方
公
共

団
体
の
首
長
と
し
て
、
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問した項目
■出張について
■公衆トイレについて
■シニアサロンについて
■ シャフト炉導入によるごみ・し
尿処理について

大
お お た に

谷　忠
た だ ゆ き

幸
（街おこしをめざす会）

藏
田
市
長
の
た
び
重
な
る
東
京

出
張
の
是
非
を
問
う

藏田市長
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一 般 質 問
本
市
の
被
害
状
況
と

捕
獲
状
況
に
つ
い
て

質　

問

　

丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
コ
メ

や
野
菜
な
ど
の
被
害
は
後
を
絶
た

な
い
。
農
家
の
生
産
意
欲
が
低
下

す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
有
害
鳥

獣
対
策
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
執

行
部
の
所
見
を
問
う
。

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

ジ
ビ
エ
普
及
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

質　

問

　

捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
肉
（
ジ

ビ
エ
）
を
食
肉
と
し
て
活
用
す
る

動
き
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い

る
が
、
本
市
に
お
い
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

豊
栄
町
に
お
い
て
民
間
に
よ
る

東
広
島
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
㈱
が
設

立
さ
れ
、
年
間
500
頭
を
超
え
る
数

が
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
面

積
が
狭
小
で
処
理
能
力
に
も
限
界

が
あ
る
。
市
と
し
て
も
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
新

た
な
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設
の
設

置
の
検
討
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

本
市
管
理
の
公
園
に
つ
い

て
問
う

質　

問

　

本
市
の
公
園
管
理
運
営
費
用
は

増
加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
減
少
さ
せ
る
方
法
を
真
剣
に

　

今
年
度
に
お
い
て
捕
獲
班
員
へ

の
出
動
謝
礼
を
千
円
か
ら
千
五
百

円
に
、
ま
た
、
新
規
狩
猟
者
免
許

取
得
者
に
対
す
る
免
許
取
得
費
用

を
半
額
補
助
か
ら
全
額
補
助
に
拡

充
し
、
捕
獲
体
制
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
捕
獲
班
員
の
後
継
者

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
既
に

今
年
度
の
免
許
取
得
者
は
32
名
で
、

昨
年
度
比
で
7
名
増
え
て
お
り
、

引
き
続
き
後
継
者
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
体
制
強
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

検
討
す
る
時
期
と
考
え
る
が
、
老

朽
化
し
た
遊
具
の
整
備
状
況
、
今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
加
藤
都
市
部
長

　

平
成
25
年
に
公
園
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
策
定
し
、
平
成
27
年

か
ら
国
の
補
助
を
受
け
、
計
画
的

に
施
設
の
更
新
工
事
等
を
実
施
し
、

更
新
費
用
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
計
画
的

に
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
通

常
の
点
検
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
老
朽
化
し
た
遊
具
は
修
繕
、

更
新
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
と

ジ
ビ
エ
利
活
用
に
つ
い
て 質問した項目

■農林事業について
■公園管理行政について
■福祉行政について

加
か

根
ね

　佳
よ し

基
き

（公明党）

新しく整備された龍王山総合公園
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一 般 質 問
ど
う
な
る
医
療
・
介
護
の

　
　
　
　
　

負
担
と
サ
ー
ビ
ス

質問した項目
■ 国民健康保険の都道府県移管に
ついて

■第７期介護保険事業計画について
■ 健康増進・介護予防の推進につ
いて

赤
あ か

木
ぎ

　達
た つ

男
お

（市民クラブ）

来
春
４
月
か
ら
の
国
民

健
康
保
険
税
は
い
く
ら

質　

問

　

5
月
に
出
さ
れ
た
県
の
試
算
で

は
、
東
広
島
市
の
保
険
税
額
は
、

所
得
割
が
1
1
．
6
％
か
ら
1
2
．

3
2
％
に
増
え
、
均
等
割
も
4
6
，

1
0
0
円
か
ら
5
0
，
9
4
2
円

に
増
え
る
な
ど
、
ト
ー
タ
ル
1
9
，

6
6
5
円
、
5
．
4
2
％
増
え
る

と
推
計
さ
れ
、
先
般
示
さ
れ
た
推

計
額
と
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
違

医
療
技
術
の
高
度
化
と
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
増
加
傾
向
が
続
く
と

考
え
ら
れ
る
。

介
護
ニ
ー
ズ
予
測
と

月
額
保
険
料
は

質　

問

　

第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

要
支
援
・
要
介
護
対
象
年
齢
層
の

増
加
に
伴
う
介
護
ニ
ー
ズ
予
測
と
、

そ
れ
に
伴
う
月
額
の
保
険
料
額
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　

弁
／
槇
原
副
市
長

　

平
成
37
年
に
は
高
齢
者
人
口
が

増
加
し
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
は
平
成
29
年
3
月
の
7
，
3
0

0
人
か
ら
9
，
5
0
0
人
と
増
加

い
と
市
が
推
定
し
て
い
る
4
月
か

ら
の
保
険
税
額
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　

拡
充
追
加
公
費
1
，
2
0
0
億

円
が
算
入
さ
れ
、
県
の
激
変
緩
和

措
置
と
し
て
普
通
調
整
交
付
金
の

暫
定
措
置
分
5
億
円
を
活
用
し
て

試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

保
険
税
額
の
見
込
み
は
国
の
確

定
計
数
が
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
国
民

医
療
費
の
長
期
的
な
傾
向
か
ら
、

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

給
付
費
の
伸
び
、
第
1
号
被
保

険
者
の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
、

財
政
調
整
交
付
金
の
見
込
み
な
ど

か
ら
、
そ
の
補
填
分
が
保
険
料
の

上
昇
要
因
と
な
る
が
、
基
金
残
高

の
一
部
を
活
用
し
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
る
よ
う
努
力
す
る
。

市
民
の
負
担
能
力
に

応
じ
た
保
険
料
賦
課
を

質　

問

　

第
6
期
事
業
計
画
で
は
6
段
階

か
ら
9
段
階
に
保
険
料
の
賦
課
方

式
が
変
わ
り
保
険
料
率
も
変
更
さ

れ
た
が
、
第
7
期
で
は
ど
う
な
る

の
か
。

答　

弁
／
槇
原
副
市
長

　

安
定
的
な
介
護
保
険
制
度
を
運

営
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
保
険
料
負
担
段
階

の
設
定
が
必
要
と
考
え
、
10
段
階

以
上
の
設
定
も
検
討
し
、
設
定
し

た
い
。
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一 般 質 問
共
生
の
社
会
を
実
現
す
る

子
ど
も
の
能
力
を

発
揮
さ
せ
る
教
育
は
？

質　

問

　

成
績
は
ひ
と
つ
の
小
さ
な
尺
度

に
過
ぎ
な
い
。
教
育
の
役
割
は
一

つ
の
尺
度
で
子
ど
も
に
烙
印
を
押

す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
子
な
り

に
し
っ
か
り
と
生
き
て
い
け
る
よ

う
、
個
性
を
伸
ば
し
、
自
信
を
持

た
せ
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
だ

と
考
え
る
が
、
考
え
を
問
う
。

力
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
チ
ー

ム
東
広
島
に
な
っ
て
欲
し
い
。
ま

た
、
東
広
島
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
は
、

良
質
な
肉
が
評
判
で
、
銀
座
の
高

級
料
亭
と
も
取
引
を
し
て
い
る
と

聞
く
。
有
害
鳥
獣
と
い
う
地
域
課

題
を
、
特
産
品
を
生
み
出
す
資
源

に
変
え
た
。
こ
の
よ
う
な
創
意
工

夫
で
、
弱
点
を
魅
力
に
変
え
る
取

り
組
み
を
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
必
要
性
は
、

組
織
と
し
て
課
題
解
決
を
図
る
市

に
も
当
て
は
ま
り
、
必
要
に
応
じ

て
プ
ロ
や
地
域
の
力
を
借
り
る
こ

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

子
ど
も
が
目
を
輝
か
せ
た
瞬
間

を
大
切
に
、
集
中
力
が
発
揮
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
人
の

役
割
だ
。
教
員
は
適
性
の
第
一
発

見
者
と
な
っ
て
、
子
ど
も
を
最
優

先
に
考
え
る
教
員
を
育
成
す
る
。

地
域
課
題
を
解
決
す
る

行
政
運
営

質　

問

　

個
人
プ
レ
ー
で
は
な
く
、
総
合

と
は
有
用
で
あ
る
。
創
意
工
夫
と

発
想
の
転
換
が
で
き
る
組
織
、
職

員
を
育
成
し
、
職
員
に
は
常
識
を

見
直
す
柔
軟
さ
や
、
問
題
を
俯
瞰

す
る
視
野
が
必
要
で
あ
る
。

市
中
心
部
か
ら
周
辺
部

へ
の
人
口
誘
導
策
は
？

質　

問

　

市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
料
金
を

中
心
部
と
周
辺
部
で
設
定
を
変
え
、

メ
リ
ッ
ト
を
作
り
出
し
て
、
市
中

心
部
か
ら
周
辺
部
へ
の
人
口
移
動

を
意
図
的
に
誘
導
し
、
過
疎
と
過

密
の
問
題
を
少
し
で
も
解
決
す
る

施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

弁
／
槇
原
副
市
長

　

公
共
施
設
の
使
用
料
や
利
用
料

等
は
、
一
般
的
に
原
価
や
受
益
者

負
担
率
な
ど
、
一
定
の
ル
ー
ル
に

基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

周
辺
地
域
で
料
金
を
下
げ
る
と
い

う
提
案
に
つ
い
て
は
、
公
平
性
を

担
保
す
る
観
点
か
ら
現
段
階
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質問した項目
■共生の社会を実現する
■過疎と過密の問題を考える

宮
み や

川
か わ

　誠
や す

子
こ

（威信会）

東広島ジビエセンター
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一 般 質 問
指
定
管
理
の
課
題

学
校
統
合
に
本
気
の
取
組
を
！

質問した項目
■公共施設の管理運営について
■環境問題について
■学校統合について

重
し げ

森
も り

　佳
か

代
よ

子
こ

（創生会）

「
く
ら
ら
」
の
事
業
費

負
担
は
な
く
す
べ
き

質　

問

　

市
の
事
業
費
負
担
は
、
昨
年

度
・
今
年
度
共
に
2
千
万
円
を
超

え
て
い
る
。
本
来
、
事
業
費
は
入

場
料
で
賄
う
も
の
で
全
額
受
益
者

負
担
で
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。
今

後
も
事
業
費
負
担
を
続
け
る
の
か
。

答　

弁
／
下
宮
生
涯
学
習
部
長

　

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
施
設
の
た
め

　

①
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
が
、
運
営
が
丸
投
げ
に
な

る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
事

業
の
専
門
性
を
担
保
で
き
る
人
材

育
成
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

　

②
適
切
な
管
理
の
た
め
、
市
職

員
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
し
て
い

る
が
、
第
三
者
の
目
で
し
っ
か
り

評
価
す
る
必
要
は
な
い
か
。

答　

弁
／
前
延
総
務
部
長

　

①
職
員
の
施
設
管
理
ス
キ
ル
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
職
員

の
経
験
や
知
識
の
蓄
積
を
図
り
、

適
切
な
管
理
監
督
が
で
き
る
職
員

の
育
成
に
努
め
た
い
。

　

②
第
三
者
評
価
は
評
価
の
客
観

性
、
公
平
性
及
び
透
明
性
を
高
め

る
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

高
美
が
丘
小
中
一
貫
校
の

開
校
が
遅
れ
る
理
由

質　

問

　

高
美
が
丘
「
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
教
育
」
導
入
が
大
幅
に
遅
れ

る
理
由
と
構
想
の
見
直
し
を
問
う
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

2
回
の
説
明
会
で
概
ね
理
解
が

得
ら
れ
た
と
判
断
し
、
準
備
会
を

立
ち
上
げ
た
が
、
見
直
し
を
求
め

る
意
見
が
強
く
出
さ
れ
、
計
画
の

推
進
に
は
慎
重
な
協
議
を
要
す
る

と
判
断
し
た
。
構
想
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
た
が
、
開
校
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、

改
め
て
整
理
し
直
し
て
い
く
。

有
名
な
出
演
者
の
上
演
も
重
要
で

あ
る
。
指
摘
の
と
お
り
受
益
者
負

担
が
原
則
だ
が
、
利
用
促
進
の
た

め
一
定
の
公
費
負
担
が
不
可
欠
で

あ
る
。
通
常
で
は
高
額
と
な
る
チ

ケ
ッ
ト
を
、
市
民
が
買
う
こ
と
が

可
能
な
額
に
な
る
ま
で
調
整
し
て

お
り
、
館
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま

る
ま
で
の
必
要
な
措
置
で
あ
る
。

業
者
に
丸
投
げ
で
は
？

職
員
の
人
材
育
成
は
？

質　

問

昨年度延べ約33万人が利用した
芸術文化ホール「くらら」
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一 般 質 問
人
々
か
ら
選
ば
れ
る
人
口

20
万
都
市
の
実
現
に
つ
い
て

移
住
定
住
及
び

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

空
き
家
活
用
支
援
事
業
と
し
て
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
転
入

す
る
際
の
支
援
制
度
や
、
三
世
代

同
居
、
近
居
住
宅
改
修
補
助
な
ど

の
推
進
は
、
世
代
間
で
助
け
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
仕
組
み
を
推
進
で
き
、
教
育
・

福
祉
に
好
影
響
が
あ
る
有
効
的
な

策
で
は
な
い
か
。

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
空
き
家
等

の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

移
住
定
住
・
空
き
家
利
活
用
の
支

援
策
と
し
て
、
建
物
登
記
に
か
か

る
経
費
、
ま
た
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要

す
る
経
費
、
引
っ
越
し
費
用
な
ど

の
一
部
助
成
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

教
育
環
境
の

充
実
に
つ
い
て

質　

問

　

大
学
生
、
大
学
院
生
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
理
科
の
実
験
を
用
意

し
、
出
前
授
業
と
し
て
各
校
を
巡

回
し
て
い
く
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の

少
な
い
教
育
現
場
の
改
善
に
も
つ

な
が
り
、
実
験
や
体
験
を
行
う
機

会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
理
科
の

学
習
効
果
に
も
有
効
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
大
学
生
が
難
し
い
場
合

は
退
職
教
員
に
協
力
い
た
だ
く
な

ど
有
効
策
は
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、

考
え
方
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

本
市
で
は
、
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、
大
学
生
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
小
学
校
に
派
遣
し
、
理
科

授
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

が
、
派
遣
や
、
出
前
授
業
の
充
実

拡
大
の
た
め
に
、
従
来
の
教
育
関

係
を
中
心
と
し
た
大
学
連
携
に
加

え
て
、
理
工
系
の
学
部
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、

退
職
し
た
教
員
が
経
験
を
生
か
し

て
、
幅
広
く
学
校
教
育
活
動
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
進
め
る
仕
組
み
づ
く

り
を
急
い
で
い
る
。

答　

弁
／
藏
田
市
長

　

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
指
摘
の

よ
う
に
、
空
き
家
を
地
域
資
源
と

捉
え
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
空
き
家
の
適
切

な
管
理
は
特
別
措
置
法
で
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
空
き
家
等
の
所

有
者
な
ど
が
行
う
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
が
、
空
き
家
等
に
関

す
る
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る

こ
と
も
市
町
村
の
責
務
と
し
て
位

質問した項目
■ 「人々から選ばれる人口20万都
市」の実現について

岩
い わ さ き

崎　和
か ず ひ と

仁
（創生会）
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平成29年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：平成29年12月１日～12月21日）

議決した案件
●条例案…19件　●予算案…11件　●決算案…３件　●承認案…１件　●その他…17件

●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…１件　●議長発議…３件
（●全会一致可決…47件　●賛成多数可決…10件）

Pick Up

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

　
　

収
入
済
額
7
5
2
億
6
，
7
9
1
万
円
（
前
年
度
比
6.0
％
減
）

　
　

支
出
済
額
7
3
1
億
7
，
3
3
6
万
円
（
前
年
度
比
5.6
％
減
）

◎
決
算
特
別
委
員
会
で
の
討
論

　
（
9
月
19
日
〜
10
月
2
日
）

反
対
討
論
　
谷
委
員

　

第
一
の
問
題
は
国
保
会
計
へ
の
一

般
財
源
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
を

増
や
す
べ
き
だ
と
い
う
問
題
。
第
二

は
徴
収
滞
納
整
理
を
直
営
に
戻
し
、

住
民
に
寄
り
添
っ
た
市
役
所
に
す
る

べ
き
。
第
三
は
大
規
模
事
業
計
画
を

見
直
し
、
待
機
児
童
の
解
消
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
対
策
に
対
応
す
べ

き
。
第
四
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
移
行
へ

の
問
題
と
対
応
に
つ
い
て
で
、
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
高
橋
委
員

　

決
算
審
査
は
、
重
要
指
数
の
適
合

性
の
み
な
ら
ず
財
源
で
あ
る
歳
入
部

門
に
つ
い
て
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
財
政
推
計
を
視
野
に
入
れ

て
、
健
全
財
政
化
を
図
り
つ
つ
も
、

限
ら
れ
た
財
源
を
多
岐
に
わ
た
り
有

効
に
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

評
価
し
、
し
っ
か
り
と
予
算
執
行
が

な
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

市の財政状況は？

財政力指数　0.81
数値が高いほど自主
財源が高く、財政力
が強い。
（県内市中　第４位）

経常収支比率 89.1％
数値が高いほど財政
状況が悪い。
（県内市中　第２位）

実質公債費比率 1.7％
借入金の返済等の合計
が自治体の１年間の標準
的な収入額である標準
財政規模に占める割合。
（県内市中　第１位）

財政力は？ 余力は？ 借入金の負担度は?

平成28年度の主要な施策の成果（新規事業）
　ICT機器を活用した情報教育の推進 1,314万円
　乳幼児等医療費支給の拡充 3億2,092万円
　休日診療所の充実 3,891万円
　災害対策事業（ハザードマップの改定） 3,038万円
　地球温暖化対策の推進 3,174万円
　企業誘致の促進 6億6,023万円
　移住定住の促進 2,698万円
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平成29年第４回定例会　議案の概要

Select.2

Select.1
〈
議
案
第
156
〜
161
号
〉

地
域
セ
ン
タ
ー
を
住
民
自
治
協
議
会

が
管
理
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
で
あ
る
地
域
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
自
主
性
と
責
任
に
基
づ
い
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
指

定
管
理
者
と
し
て
地
元
住
民
自
治
協
議
会
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
168
・
176
号
〉

土
砂
埋
立
行
為
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め

条
例
を
制
定（
改
正
）し
ま
す

　

土
砂
埋
立
行
為
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
市
長
の
許
可
を
要
す
る
土

砂
埋
立
行
為
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
関
係
条
例
の

全
部
改
正
と
一
部
改
正
を
し
ま
す
。

◎指定管理となる地域センター一覧

◎土砂埋立行為に対して追加された義務

地域センター名 指定管理者 期間

平岩地域センター 平岩住民自治協議会

平成30年
４月１日から
平成35年
３月31日まで

三永地域センター 三永まちづくり協議会

東志和地域センター 東志和小学校区住民自
治協議会

小谷地域センター 小谷小学校区市民協働
まちづくり協議会

久芳地域センター 久芳住民自治協議会

河内地域センター 自治組織「you愛sunこ
うち」

内容 要件
①事前協議 面積に関係なく必要

② 周辺住民等への
事前周知

・2,000㎡以上は説明会が必須
・ 500㎡以上2,000㎡未満は個別訪問、
回覧、掲示板への掲示による周知で
も可

③保証金の預託 1,000㎡未満（農地改良を目的とした一
時転用の場合は2,000㎡未満）は不要

◎
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ 　

危
険
度
の
異
な
る
場
所
へ
土
砂

の
埋
め
立
て
を
す
る
場
合
、
許
可

申
請
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
同
じ

条
件
に
な
る
の
か
。

Ａ 　

山
林
の
よ
う
な
山
腹
法
面
に
土

を
盛
る
場
合
は
、
宅
地
造
成
や
開

発
の
土
木
工
事
の
要
件
と
同
じ
よ

う
な
規
制
を
か
け
る
が
、
危
険
が

少
な
い
農
地
部
分
で
の
埋
め
立
て

は
、
山
林
に
比
べ
た
ら
簡
単
な
土

木
工
事
で
済
む
。
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
182
号
〉

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
の

利
用
料
金
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
、
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら
の
施
設
と
附
属

施
設
の
利
用
料
金
を
一
部
改
正
し
ま
す
。

〈
議
案
第
183
号
〉

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
を

増
額
補
正
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
3
億

9
，
6
8
0
万
9
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
7

6
7
億
1
，
3
2
9
万
8
千
円
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎大ホール・小ホール
　入場料は取らないが、商品広告宣伝販売等の目的で利用する場

合は、入場料金を徴収する場合の最も高い料金と同額とします。

◎一般会計補正予算の概要
補正内容

補正内容 ３億9,680万９千円の増額

繰越明許費 ５事業（放課後児童クラブ施設整備事業等）の追加

債務負担行為
14件（八本松小学校グラウンド造成工事（３期工事）
等）の追加、２件（保育所安全安心パトロール業務
委託等）の限度額を変更

地方債 ２事業（義務教育施設整備事業等）の限度額を変更

大ホール 小ホール

◎サロンホール（練習室・稽古場兼大会議室）
　サロンホールが空いている場合は、時間単位での会議室

利用ができるようになります。

利用時間 9：00～18：00 18：00～22：00

１時間当たりの
利用料金　　　

1,480円 1,840円

◎主な歳出の補正内容
○ 職員の配置状況に基づく執行予定額の精査に伴う職員
給与の増減
○ 私立保育所等における保育士等の処遇改善加算及び入
所児童の増加に伴う経費
○ 市内の電子・デバイス・電子回路製造業などに対し、
高度人材確保に係る支援を行うための経費
○ 小学校及び中学校における新入学用品費の支給につい
て、入学前に支給することが可能となる制度改正及び
国の補助単価の改定に伴う経費
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Select.6

Select.5
〈
議
員
提
出
議
案
第
6
号
〉

中
四
国
地
方
の
広
域
防
災
拠
点
を

整
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

今
後
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
性
か
ら
、

中
四
国
地
方
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
、
本
市
に
広
域
的
な
災
害
対
策
を
担
う
国

の
合
同
現
地
対
策
本
部
等
を
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
、
国
に
提
出
す

る
よ
う
求
め
る
議
案
が
、
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
8
号
〉

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法（
仮
称
）」の

速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

当
該
法
整
備
を
求
め
る
陳
情
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
民
経

済
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
議
会
提
案
で
制
定
し
た
東
広
島
市
産
業
振
興
基
本

条
例
の
基
本
理
念
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
旨
の
議

案
を
委
員
会
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

中四国地方の広域防災拠点を東広島市に整備することを求める意見書

　昨今発生した大規模災害に対する復興対策、また今後予想される大規模
災害（南海トラフ地震や都市直下型地震等）に対する防災・減災対策の重
要性を鑑みると、現在中四国地方において広域防災拠点が存在しないこと
は、憂慮すべき事態であると考える。
　国・県・市・社会福祉協議会等においては、日ごろから様々な防災・減
災対策の充実強化に取り組まれていることには敬意を表するところである
が、国と地方がより一層連携することにより、中四国地方の防災について
広域的に対応することができる機能の構築が必要である。
　本市は中山間部が多く土砂災害等が起こる危険性のある箇所が存在する
が、内陸部に立地していることから津波被害のリスクが低く、また中四国
地域の中央に位置し、空港も隣接しその他の交通アクセスも良好で、迅速
に物資等を供給するための地理的要件が備わっており、また広島大学、近
畿大学工学部、広島国際大学等と連携することによる様々な人材を活用し
た危機管理意識向上も期待でき、総じて広域防災拠点としての役割を担う
ことに有利な地域である。
　以上から、中四国地方の広域防災拠点として、本市に広域的な災害対策
を担う国の合同現地対策本部等（司令塔機能、情報発信機能、広域避難場
所機能、災害医療活動支援機能）を整備することを求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　東　広　島　市　議　会
　送付先
　衆議院議長　総務大臣　財務大臣

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

　日本社会における労働環境の大きな変化は、格差を広げ、大きな社会問題となってい
ます。また、生産性や効率化を追い求めるあまり、生きづらさを抱えた若者や障害者な
ど働きたくても働けない人々も増えています。働く機会が得られないことで、「生活困窮
者」「ワーキングプア」「ネットカフェ難民」「偽装請負」など、新たな貧困と労働の商品
化が広がり、このことは、日本全体を覆う共通した地域課題です。
　一方、NPOや協同組合、ボランティア団体など様々な非営利団体は、地域の課題を地
域住民自ら解決することをめざし事業展開しています。このひとつである「協同労働の
協同組合」は、「働くこと」を通じて、「人と人のつながりを取り戻し、仕事おこしによ
る就労の創出とコミュニティの再生を目指す」活動を続けており、上記の社会問題解決
の手段の一つとして、大変注目を集めており、本市議会も期待するところであります。
　しかし、現在この「協同労働の協同組合」には法的根拠がないため、社会的理解が不
十分であり、団体として入札・契約ができないなどの問題があります。
　既に欧米では、労働者協同組合（ワーカーズコープ、ワーカーズコレクティブ）につ
いての法制度が整備されています。日本でも「協同労働の協同組合」の法制度を求める
取り組みが広がり、10,000を超える団体がこの法制度化に賛同し、また、国会でも超党
派の「協同組合振興研究議員連盟」が立ち上がり法制化の検討が始まりました。
　雇用・労働の問題と地域活性化の問題は不離一体です。だれもが「希望と誇りを持っ
て働く」、仕事を通じて「安心と豊かさを実感できるコミュニティをつくる」、「人とのつ
ながりや社会とのつながりを感じる」、こうした働き方を目指す協同労働の協同組合は、
市民事業による市民主体のまちづくりを創造するものであり、働くこと・生きることに
困難を抱える人々自身が、社会連帯の中で仕事をおこし、社会に参加する道を開くもの
です。
　多くの市民・働く人たちが自ら事業法人をおこしやすい制度で、そこで働く者一人一
人が社会保険制度の適用を受け、また、社会性・公益性・平等性をかかげる理念に立脚
した、「協同労働の協同組合法」の速やかなる制定を求めるものです。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　広　島　市　議　会
　送付先
　衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　厚生労働大臣
　総務大臣　　経済産業大臣
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本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
146
〜
148
号（
平
成
28
年
度

東
広
島
市
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

第
1
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
。
第
2
に
、
徴
収
、

滞
納
整
理
業
務
の
委
託
を
や
め
、
市

民
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
に
す
る
べ
き
。

第
3
に
、
大
規
模
事
業
計
画
を
見
直

し
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
対
策
に

対
応
す
べ
き
。
第
4
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
で
は
、

漏
え
い
が
前
年
度
比
で
4
倍
に
な
っ

て
い
る
と
発
表
さ
れ
た
。
総
務
省
か

ら
の
記
載
指
導
で
多
発
し
た
と
見
ら

れ
る
が
、
今
す
ぐ
市
民
に
、
記
載
し

な
く
て
も
受
け
付
け
る
よ
う
周
知
し
、

不
安
を
解
消
す
べ
き
。

●
議
案
第
164
号（
志
和
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

賃
金
の
最
低
基
準
額
を
大
幅
に
引

き
上
げ
、
市
民
の
税
金
で
働
く
貧
困

層
を
生
み
出
す
よ
う
な
負
の
サ
イ
ク

ル
の
指
定
管
理
の
あ
り
方
を
抜
本
的

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
146
号

議
案
第
147
号

議
案
第
148
号

議
案
第
164
号

議
案
第
169
号

議
案
第
183
号

議
員
提
出

議
案
第
６
号

委
員
会
提
出

議
案
第
７
号

議
案
第
192
号

議
案
第
194
号会派名 議員名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

梶谷　信洋 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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に
見
直
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

北
林　

光
昭
議
員

　

本
議
案
は
、
公
共
の
施
設
の
適
切

な
管
理
を
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者

に
指
定
し
た
民
間
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
用
い
た
管
理
を
行
う
こ
と
を
骨
子

と
し
て
い
る
。
適
切
な
管
理
を
行
う

た
め
に
、
民
間
を
疎
外
す
る
要
因
は

存
在
し
な
い
の
で
賛
成
す
る
。

●
議
案
第
169
号

　
（
組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
市
民
目
線
に

立
っ
て
、
耳
慣
れ
た
窓
口
で
対
応
し
、

経
験
を
積
ん
だ
職
員
が
事
務
を
と
ら

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
危
機
に
も
備
え

る
べ
き
だ
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

今
回
の
組
織
機
構
の
見
直
し
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
視
点
を
踏
襲
し
な
が
ら

も
、
地
方
創
生
を
初
め
と
し
た
重
要

施
策
を
進
め
る
た
め
に
、
成
果
主
義

に
基
づ
き
、
必
要
な
体
制
の
強
化
を

目
指
し
た
も
の
と
理
解
し
、
賛
成
す

る
。● 

議
案
第
183
号（
平
成
29
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

本
議
案
に
は
、
市
立
保
育
所
の
民

営
化
案
が
含
ま
れ
て
い
る
。
民
間
経

営
が
効
率
が
い
い
の
か
、
多
角
的
な

視
点
に
立
っ
た
内
容
を
市
民
に
数
値

も
示
し
て
提
示
す
る
べ
き
。
公
立
保

育
所
の
民
営
化
は
、
待
機
児
童
対
策

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
 

北
林　

光
昭
議
員

　

当
該
議
案
に
つ
い
て
は
、
当
初
予

算
に
お
い
て
、
予
測
不
可
能
な
事
由

に
対
応
す
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
予

算
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
、
柔

軟
か
つ
素
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

● 

議
員
提
出
議
案
第
6
号（
中
四
国
地

方
の
広
域
防
災
拠
点
を
東
広
島
市
に
整

備
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

 

赤
木　

達
男
議
員

　

こ
の
意
見
書
で
設
置
を
求
め
る
、

広
域
防
災
拠
点
の
姿
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
極
め
て
重
要
な
施

設
で
あ
る
の
で
、
関
連
市
町
と
の
連

携
や
理
解
、
協
力
体
制
の
も
と
に
推

進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
で
き
て
い
な
い
。
国
の
想
定
す

る
拠
点
配
置
の
考
え
方
の
ひ
と
つ

に
「
自
衛
隊
基
地
な
ど
の
立
地
と
連

携
し
や
す
い
場
所
」
が
あ
り
、
本
市

は
自
衛
隊
の
原
村
演
習
場
、
米
軍
の

川
上
弾
薬
庫
が
あ
る
。
こ
の
広
大
な

土
地
を
利
用
し
て
、
自
衛
隊
の
基
地

と
連
携
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
将

来
の
選
択
肢
と
し
て
想
定
で
き
な
い

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

川
上
弾
薬
庫
な
ど
の
軍
事
施
設
が
本

市
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
と
し
た

過
去
の
本
市
議
会
の
認
識
と
矛
盾
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
医
療
機
関
の
設

置
、
関
係
機
関
の
進
出
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
防
災
拠
点
の
誘
致
に
対
し
て

意
見
具
申
す
る
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

行
政
が
、
議
会
が
、
と
い
う
問
題
で

は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

で
き
る
者
が
行
動
を
起
こ
し
て
い
く

こ
と
が
成
果
の
早
道
で
あ
る
。

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

活
断
層
型
地
震
の
被
害
想
定
が
行

わ
れ
て
い
な
い
中
で
、
多
額
の
税
金

投
入
に
は
疑
問
が
あ
る
。
計
画
自
体

表
面
化
せ
ず
、
各
市
町
と
の
共
通
認

識
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
原

資
は
国
交
省
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
で
あ
る
が
、
多
額
の
国
費
を

引
き
出
す
手
法
に
は
疑
問
が
あ
る
。

以
上
に
よ
り
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
192
号（
特
別
職
の
職
員
等
の

給
与
、旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

今
回
の
賞
与
の
引
き
上
げ
分
、
約

206
万
円
は
、
市
民
の
懐
を
温
め
る
政

策
に
こ
そ
財
政
出
動
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
、
反
対
す
る
。

● 

議
案
第
194
号（
平
成
29
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

議
案
第
192
号
の
影
響
に
あ
る
、
206

万
円
余
り
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
167
号（
東
広
島
市
公
共
施
設

総
合
管
理
基
金
の
設
置
、管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

　
　
　
　

公
共
施
設
の
総
合
管
理
の

目
的
で
あ
れ
ば
、
制
限
な
く

こ
の
基
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
解
釈
し
て
も
よ
い
か
。

　
　
　
　

建
築
物
を
前
提
と
し
て
お

り
、
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い

て
は
適
用
に
な
ら
な
い
。

● 

議
案
第
169
号
（
東
広
島
市
事
務
分

掌
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

課
を
分
離
し
た
こ
と
に
よ

り
、
横
断
的
な
連
携
が
取
り

に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

組
織
横
断
的
な
施
策
に
つ

い
て
そ
の
担
当
課
を
明
確
に

し
、
施
策
の
中
心
と
な
っ
て
引
っ

QＡQＡ

張
っ
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
趣
旨
で

あ
り
、
協
力
す
る
体
制
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
施
策
を
前
に

進
め
て
い
き
た
い
。

● 

議
案
第
183
号（
平
成
29
年
度
東
広
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
））

　
　
　
　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
に

つ
い
て
、
何
件
採
択
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

概
ね
当
初
予
算
に
計
上
し

た
内
容
と
事
業
費
で
内
示
を

受
け
て
お
り
、採
択
件
数
は
43
で
あ
る
。

　
　
　
　

採
択
さ
れ
な
か
っ
た
案
件

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

こ
の
度
の
補
正
に
挙
げ
て

い
る
、
高
度
人
材
確
保
に
係

る
支
援
を
行
う
た
め
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
1
次
の
内
示
か
ら
外

れ
た
。
引
き
続
き
採
択
さ
れ
る
よ
う

関
係
部
局
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

QＡQＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
164
号
（
志
和
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

指
定
期
間
を
3
年
間
と
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　

施
設
最
初
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
際
し
て
は
、
管
理

者
の
運
営
や
管
理
状
況
に
つ
い
て
検

証
を
行
う
た
め
、
3
年
間
と
し
、
2

回
目
は
5
年
間
と
し
て
い
る
。

QＡ

● 

議
案
第
182
号（
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー

ル
く
ら
ら
の
利
用
料
金
を
変
更
）

　
　
　
　

他
の
施
設
で
も
営
利
目
的

利
用
時
の
料
金
設
定
が
あ
る

と
思
う
が
、
開
館
当
初
に
、
今
回
の

よ
う
な
料
金
設
定
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

は
、
も
と
も
と
営
利
目
的
で

の
興
行
が
可
能
で
あ
り
、
営
利
と
非

営
利
の
区
別
が
市
民
か
ら
は
わ
か
り

に
く
い
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
開
館
当
初
は
、
入
場
料
金
に
応

じ
た
使
用
料
金
の
設
定
を
行
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

QＡ

志和市民グラウンド

芸術文化ホールくらら
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平成29年第４回定例会　委員会審査概要

市
民
経
済
委
員
会

● 
議
案
第
151
号
及
び
154
号
（
地
域
集

会
所
の
地
元
譲
渡
・
指
定
管
理
者

の
指
定
）

　
　
　
　

松
ケ
丘
会
館
の
譲
渡
に
伴

う
敷
地
の
貸
し
付
け
に
つ
い

て
地
目
が
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、

公
園
の
管
理
も
自
治
会
が
行
う
の
か
。

　
　
　
　

地
目
は
公
園
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
集
会
所
と

公
園
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
公
園
の

管
理
は
引
き
続
き
市
で
行
う
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　

公
園
利
用
者
の
事
故
が
集

会
所
敷
地
内
で
起
こ
っ
た
場

合
の
管
理
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

基
本
的
に
は
管
理
者
の
責

任
で
あ
る
が
土
地
に
瑕
疵
が

あ
る
な
ど
が
あ
れ
ば
市
の
責
任
も
あ

る
。
指
定
管
理
者
と
そ
う
し
た
部
分

も
今
後
、
し
っ
か
り
協
議
を
し
て
い

く
。 QＡQＡ

● 
議
案
第
172
号（
自
動
交
付
機
に
よ
る

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
の
廃
止
）

　
　
　
　

市
民
へ
の
周
知
の
方
法
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
チ
ラ
シ

な
ど
を
使
っ
て
案
内
し
て
い
く
。

● 

議
案
第
184
号（
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
墓

園
管
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

業
務
委
託
の
人
件
費
算
定

は
国
の
指
標
に
基
づ
く
も
の

か
。 QＡQ

　
　
　
　

国
土
交
通
省
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。建

設
委
員
会

● 

議
案
第
162
号
（
白
市
交
流
会
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

指
定
管
理
料
は
3
年
間
で

総
額
い
く
ら
か
。

　
　
　
　

3
年
間
で
210
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

ＡQＡ

● 

議
案
第
179
号（
東
広
島
市
水
洗
便
所

改
造
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

現
行
の
制
度
で
、
年
間
利

用
件
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

こ
こ
数
年
は
二
十
数
件
程

度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
本

年
で
は
現
時
点
で
8
件
で
、
利
用
が

や
や
減
っ
て
い
る
。

掲
載
記
事
の
訂
正
に

つ
い
て

　

市
議
会
だ
よ
り
175
号
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○ 

22
ペ
ー
ジ
「
委
員
会
審
査
概
要
」

の
上
か
ら
3
段
、
市
民
経
済
委
員

会
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
」

に
つ
い
て
の
記
事
中
の
町
毎
の
定

員
に
つ
い
て
の
部
分
。

　

正　
「
志
和
町
が
2
人
」

　

誤　
「
志
和
町
が
3
人
」

QＡ

松ケ丘会館

白市交流会館



話題TOPICS
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待機児童の解消を急げ
東広島市への政策提言

 議案第7号
賛成多数で可決

　文教厚生委員会では、平成29年８
月から11月にかけて、本市の待機児
童問題について所管事務調査を実施す
るとともに、政策提言として決議案を
議会へ提出し、賛成多数で可決されま
した。

決議の内容（委員会提出議案第７号）
◆待機児童緊急対策室の設置
　組織設置や対応職員の増強をし、次の対応をすること

　①保育定員の拡大

　②保育士確保・定着に取り組む

◆保育事業に参入される民間事業者支援
　主な対応策として

　①土地・建物の提供などの支援

　②税制優遇などの制度の創設

　③国の制度などを有効利用する等の積極的な働き掛け

◆待機児童解消に向けた緊急的対応
　主な対応策として

　①子育て支援新制度施行後の実態把握と緊急対策体制強化

　②規制の弾力化・人材確保

　③受け皿確保のための施設整備促進
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委員会から提出された、委員会提出
「待機児童対策に関する決議」、

【賛成27人（28人中）】
東広島市の待機児童数の推移（本市独自基準）

保育所待機児童の現状（所管事務調査報告書より）
◆待機児童数
保育所待機児童数は、本市独自の基準で、平成29年3月末日現在では247人、

同年４月１日現在では124人となっており対策が急がれる状況にあります。

◆保育定員
　保育定員に関して、平成29年４月１日現在の定員は、０歳児379人、１歳

児673人、２歳児747人となっています。申込み数の推移としては平成28年度

と平成29年度の０～１歳児の申込数を比較すると、100人増加しており今後

も増加していく傾向にあるとの説明を受け、深刻な状況にあると考えます。

◆保育所等の施設数
　本市には、保育所等（待機児童解消のために利用できる施設）が、公立保

育所24施設、公立こども園３施設、私立保育園18施設、私立認定こども園10

施設、小規模保育施設１施設、幼稚園11施設、その他施設（市が把握してい

る認可外の保育施設等）が28施設あります。一方で、０歳児から３歳未満児

を主に保育対応している小規模施設は１施設のみと、取り組みが進んでいな

い状況にあります。

350
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100
50
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251

94

314

72

247

124

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

■４月１日現在　■３月３１日現在

（人）
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東広島市議会活動レポート
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総務委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年10月11日（水）
◆開催場所：志和生涯学習センター

　東広島市まち・ひと・しごと創生総合戦略に
ついて報告を行った後、東広島市まち・ひと・
しごと創生総合戦略から見える身近な話題につ
いて、３グループに分かれて意見交換を行いま
した。

文教厚生委員会議会報告会
◆開催日：平成29年10月12日（木）
◆開催場所：高美が丘地域センター

　文教厚生委員会での質疑応答の内容や平成
29年度当初予算の内、子育て支援に関する事
業を中心に報告し、同じテーマで、意見交換を
行い、ご意見やご質問をいただきました。

市民経済委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年11月７日（火）
◆開催場所：豊栄生涯学習センター

　議会から提案し、制定した「東広島市産業振
興基本条例」と地域で活躍されている「地域お
こし協力隊」について報告し、その後、４グルー
プに分かれて、地域の現状など多岐にわたり意
見交換を行いました。

建設委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年10月16日（月）
◆開催場所：黒瀬保健福祉センター

　第一部は第四次東広島市総合計画後期基本計
画などを中心に報告し、第二部は黒瀬町のまち
づくりについてをテーマに意見交換を行いまし
た。
　国県への提案活動の内容や土砂埋め立てに関
する条例などについて、ご意見やご質問をいた
だきました。



市
民
の
声

The letter from a citizen
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耳マーク

古
ふるさと
里農業の再生について

 西
にし
濱
はま
　忠

ただ
孝
たか
（黒瀬町）

農地を守る
 髙

たか
尾
お
　昭

あき
臣
おみ
（西条町）

　ゆったりと流れる黒瀬川の水の恵みは、水

田耕作を営む乃美尾地区の農業にとって、欠

かすことはできません。最近こうした農業も

米を食べない食生活に変貌し、後戻りできな

くなり、これまでの稲作農業では、自ずから

限界であり、多角的な農業（野菜・果樹栽培等）

を推進し、現金収入による生産体制に切り替

える必要に迫られております。私どもは80歳

過ぎと高齢化しており、農業の転換は容易で

はありません。しかしながら、小規模ながら、

野菜作りをし、若者への道筋をつけておかな

ければと思います。若い人たちが魅力を感じ

る自立農業をいかに創出するか、その市場を

拡げるか、いかに若者が住み良い町づくりと

なるかが課題となっております。

　近年、農家を取り巻く状況は、農業従事者

の高齢化・米価の低迷、鳥獣害の拡大等、深

刻化を増しております。私たちの地域も例外

ではありません。これらの対策として「緑豊

かな農地を守ろう」をスローガンに平成25

年に農事組合法人を立ち上げました。しかし、

翌年には、米価の大幅な下落、今年からは水

田直接支払交付金の廃止と経営を圧迫し、加

えての農業従事者の高齢化、後継者不足が伴

い、改善策を早急に考え直し、農地を守り、

経営の安定化を図る必要性があります。行政

がいろいろな農業政策に取り組んでおられま

すが、より一層力強い後押しとなる政策をもっ

て、我々、農家が、安心・安定し農地を守り、

農業経営が続けられる様、切望しております。

平成30年第1回定例会の日程

■委員会等のインターネット中継
　常任委員会や全員協議会の様子が、インターネットライブ中継で視聴できます。市議会ホームページからアクセスできます。
■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。

http: / /www.ci ty.higashihiroshima. lg. jp/shgikai / index.html 東広島市議会

2月
日 月 火 水 木 金 土

3月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（初日）

常任委員会
（議案審査）

18 19 20 21 22 23 24

予算特別委員会 常任委員会
（議案審査）

25 26 27 28

本会議
（議案審議）

本会議（代表質問）

1 2 3

本会議
（代表・一般質問）

予算特別委員会

4 5 6 7 8 9 10

予算特別委員会

11 12 13 14 15 16 17

本会議
（議案審議）

予備日

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

平
成
30
年
を
迎
え
て

　

今
年
の
お
正
月
は
例
年
に
比
べ

少
し
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
年
初

め
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
2
月
4
日
に
は
、
本
市
市

長
選
挙
が
行
わ
れ
新
た
な
市
長
の

も
と
執
行
体
制
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市

議
会
と
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
し
政
策
提
案
を
し
っ
か
り
し

て
い
く
こ
と
で
、
東
広
島
市
が
よ

り
良
い
地
域
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
広
報
広
聴
委
員
と
し
て
も「
市
議
会

だ
よ
り
」を
中
心
と
し
て
議
会
活
動
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
皆
様
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

 

岩
崎　

和
仁

椋
むくなし

梨ダム（河内町小田）

ダムのほど近くにある河内パークゴルフ場
　椋梨ダムは、多目的ダムとして、沼田川水系椋梨川の河内町小田地区に
建設されたもので、洪水調節、水道用水、工業用水の供給や発電を目的と
しています。
　ダム周辺は自然環境を保護しながら、ダム湖を中心としたレクリエー
ション施設等が整備されており、ダム湖は「白竜湖」という名で親しまれ
ています。


